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※
（　

）
は
、
会
派
名
で
す
。
記

載
の
な
い
も
の
は
、
会
派
を
組
ん

で
い
な
い
議
員
の
意
見
で
す
。

●
平
成　

年
度
決
算
は
、
国
か
ら

２８

の
交
付
金
の
額
が
前
年
度
比　

％
１３

減
の
約　

億
８
千
万
円
と
な
り
、

１５

そ
の
中
で
も
、
特
に
地
方
消
費
税

交
付
金
は
前
年
度
比　

・
８
％
の
約 

１０

１
億
７
千
万
円
減
と
な
っ
て
い 

る
。
消
費
税
の
増
額
分
は
、
全
額

社
会
保
障
制
度
に
使
う
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
の
妥
当
性
を
精
査
す

る
の
は
、
市
の
重
要
な
役
割
で
あ

り
、市
民
に
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。

交
流
人
口
の
取
り
組
み
で
は
、
市

内
の
良
好
な
自
然
環
境
や
広
大
で

優
良
な
農
地
が
広
が
る
風
景
は
、

本
市
の
大
き
な
魅
力
で
あ
り
財
産

で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
最
大

限
に
活
か
す
べ
き
と
考
え
る
。
消

防
庁
舎
移
転
事
業
は
、
住
民
と
の

話
し
合
い
の
機
会
を
持
っ
た
こ
と

は
評
価
す
る
も
の
の
、
い
ま
だ
に

一
部
の
住
民
に
事
業
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
中
、
着
々
と
進
み
つ
つ

あ
る
状
況
を
危
惧
す
る
。
消
防
庁

具
の
再
生
固
形
燃
料
化
で
は
、
市

は
、
再
生
す
る
際
に
、
金
属
、
ガ

ラ
ス
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
除
去
し

て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か

し
、
木
製
家
具
に
は
、
接
着
剤
や

木
片
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
が
付

着
し
て
お
り
、
処
理
時
に
圧
力
が

か
か
る
た
め
、
人
体
に
影
響
を
及

ぼ
す
物
質
の
問
題
を
危
惧
す
る
。

公
共
施
設
は
、
使
用
料
の
有
料
化

導
入
後
、
団
体
の
利
用
自
粛
な
ど

の
問
題
が
起
き
て
お
り
、
以
前
の

よ
う
に
無
料
か
減
免
に
戻
す
べ
き

で
あ
る
。
基
地
問
題
は
、
厚
木
基

地
に
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
来

を
受
け
入
れ
し
な
い
こ
と
を
お
願

い
し
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

（
日
本
共
産
党
）

●
平
成　

年
度
決
算
で
は
、
保
健

２８

福
祉
プ
ラ
ザ
の
建
設
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
増
設
や
落
合
北
の
遊

水
地
整
備
な
ど
市
民
の
暮
ら
し
に

結
び
付
く
事
業
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
は
評
価
す
る
。
小
児
医
療
費
助

成
は
、
中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大

し
た
こ
と
で
、
誰
も
が
経
済
負
担

を
気
に
す
る
こ
と
な
く
医
療
機
関

の
受
診
が
で
き
よ
う
に
な
り
、
子

育
て
施
策
の
大
き
な
柱
と
な
っ

た
。
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車

は
、
貸
し
出
し
台
数
を　

台
に
増

５０

や
し
た
こ
と
で
、
多
く
の
保
護
者

が
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
落
合
・
吉
岡
土
地
区
画
整
理

事
業
な
ど
住
民
合
意
が
で
き
て
い

な
い
事
業
へ
の
経
費
負
担
や
（
仮

称
）
綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
事
業
で
は
、
移
転
対
象
事

業
者
に
正
確
な
情
報
を
伝
え
ず
、

強
引
に
移
転
を
求
め
る
対
応
な
ど

で
問
題
が
起
き
て
い
る
。
木
製
家

●
歳
入
で
は
、
市
債
残
高
が
前
年

度
と
比
べ
て
約
４
億
２
３
０
０
万

円
の
減
と
な
り
、
臨
時
財
政
対
策

債
を
発
行
し
て
い
な
い
こ
と
は
評

価
す
る
。
し
か
し
、（
仮
称
）綾
瀬

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な

ど
に
よ
る
土
木
費
増
の
た
め
、
約

８
億
８
千
万
円
の
市
債
が
発
行
さ

れ
、
市
債
残
高
も
約
１
４
６
億
４

千
万
円
あ
り
、
市
民
負
担
を
考
え

る
と
懸
念
材
料
で
あ
る
。
歳
出
で

は
、
公
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

整
備
、
中
小
企
業
へ
の
受
注
拡
大

や
設
備
導
入
の
助
成
を
拡
大
し
た

こ
と
は
評
価
す
る
。
小
学
校
全
校

と
中
学
校
１
校
に
学
校
司
書
を
配

置
し
、
中
学
校
で
は
、
少
人
数
指

導
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
非
常
勤

講
師
を
増
員
し
た
こ
と
は
評
価
す

る
。
し
か
し
、
図
書
館
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
施
設
な
ど
に
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
が
続
い
て
お
り
、

市
が
直
接
運
営
す
べ
き
で
あ
る
。

落
合
・
吉
岡
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
準
備
組
合
が
発
足
し
た
が
、

組
合
員
の
負
担
、
不
利
益
、
責
任

に
関
す
る
説
明
が
不
十
分
で
あ 

り
、
事
業
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る

ほ
ど
の
賛
同
は
得
ら
れ
て
い
な 

い
。
大
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
の

土
地
開
発
を
優
先
す
る
の
で
は
な

く
、市
内
中
小
企
業
や
農
業
な
ど
、

地
場
産
業
の
存
続
、
発
展
を
中
心

●
平
成　

年
度
の
決
算
で
は
、
個

２８

人
市
民
税
や
法
人
市
民
税
を
見
る

と
、
不
納
欠
損
や
収
入
未
済
額
が

か
な
り
大
き
な
金
額
と
な
っ
て
い

る
。
預
金
、
給
与
、
不
動
産
な
ど

の
差
し
押
さ
え
件
数
も
数
多
く
記

載
し
て
い
る
が
、
払
い
た
く
て

も
、
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
現
状

に
あ
る
と
考
え
る
。
市
は
、
こ
れ

ら
を
改
善
す
る
に
は
、
国
に
対
し

て
非
正
規
雇
用
や
労
働
者
派
遣
法

な
ど
の
見
直
し
を
求
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
国
の
施
策
で

市
民
は
、
厳
し
い
環
境
の
下
、
生

活
を
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
市
民
目
線
で
市
民
の
生
活
向
上

を
目
指
し
た
事
業
展
開
を
望
む
。

土
地
開
発
公
社
は
、
予
算
計
上
の

舎
は
、
迷
惑
施
設
で
は
な
く
、
必

要
な
施
設
で
あ
る
こ
と
は
十
分
理

解
し
て
い
る
が
、
近
隣
に
長
く
住

み
続
け
る
住
民
に
配
慮
し
、
今
後

も
慎
重
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
か

ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

反

対

反

対

中
学
校
に
続
き
小
学
校
入
学
前 

に
も
入
学
準
備
金
の
支
給
を

日
本
共
産
党 

上
田　

博
之

●
子
ど
も
た
ち
の
命
と
心
を
守
る

た
め
に

　

Ｑ　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
の
落
雷

対
策
や
熱
中
症
対
策
は
。

　

Ａ　

昨
今
の
集
中
豪
雨
や
落
雷

の
多
発
、
連
日
の
高
温
注
意
報
な

ど
、
急
変
す
る
気
象
で
も
、
利
用

者
の
安
全
が
守
れ
る
よ
う
、
環
境

の
向
上
に
努
め
た
い
。

　

Ｑ　

小
・
中
学
校
で
は
、携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
持
拡

大
で
、ネ
ッ
ト
依
存
症
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
心
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る 

が
、
市
は
ど
う
対
応
す
る
か
。

　

Ａ　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
気
を
と
ら
れ
、

学
校
生
活
な
ど
に
影
響
が
出
た 

り
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
サ
イ

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
問
題
が

懸
念
さ
れ
る
。
市
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

連
携
し
、
携
帯
電
話
夜
間
ゼ
ロ
運

動
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
運
動

の
定
着
を
図
っ
て
い
く
。

●
環
境
行
政
の
今
後
に
つ
い
て

　

Ｑ　

４
月
の
機
構
改
革
で
、
環

境
政
策
課
か
ら
環
境
保
全
課
へ
、

名
称
を
変
更
し
た
が
、
地
球
規
模

の
温
暖
化
対
策
が
行
え
る
の
か
。

　

Ａ　

環
境
政
策
推
進
の
視
点
か

ら
、
新
た
な
施
策
を
展
開
し
、
積

極
的
に
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み

を
推
進
す
る
。

●
市
制　

周
年
の
取
り
組
み
に
つ

４０

い
て

　

Ｑ　

市
民
に
企
画
や
ア
イ
デ
ア

を
公
募
し
、
共
に
喜
び
合
え
る
も

の
と
し
て
は
ど
う
か
。

　

Ａ　
　

周
年
記
念
の
キ
ャ
ッ
チ

４０

フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
、
市
民
投
票

で
決
定
し
、
啓
発
物
品
な
ど
に
使

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
暮
ら
し
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

市
民
へ
の
支
援
強
化
を

　

Ｑ　

納
税
相
談
な
ど
で
生
活
再

建
が
必
要
な
方
に
は
自
立
支
援
の

窓
口
ま
で
付
き
添
い
、
担
当
者
と

と
も
に
支
援
策
を
考
え
な
い
か
。

　

Ａ　

本
年
度
か
ら
職
員
が
福
祉

総
務
課
ま
で
付
き
添
い
、
聞
き
取

り
の
内
容
を
引
き
継
い
で
い
る
。

　

Ｑ　

支
援
プ
ラ
ン
作
成
は
、
新

規
相
談
者
の　

％
が
国
の
目
安
だ

５０

が
、
作
成
が
少
な
い
の
で
は
。

　

Ａ　

相
談
の
み
で
済
ん
だ
場
合

は
プ
ラ
ン
を
作
成
し
な
か
っ
た
。

　

Ｑ　

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金

は
、
中
学
校
と
同
様
に
小
学
校
で

も
入
学
前
支
給
に
す
べ
き
で
は
。

　

Ａ　

中
学
校
の
入
学
前
支
給
の

問
題
点
や
課
題
を
整
理
す
る
と
と

も
に
、
近
隣
自
治
体
の
状
況
を
見

て
実
施
を
判
断
し
て
い
く
。

●
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
よ

る
負
担
増
回
避
を

　

Ｑ　

一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計

へ
繰
り
入
れ
な
い
と
一
世
帯
３
万

円
を
超
え
る
増
税
に
な
る
た
め
、

運
営
主
体
が
県
に
変
わ
っ
て
も
繰

り
入
れ
を
続
け
る
べ
き
で
は
。

　

Ａ　

被
保
険
者
の
負
担
を
十
分

考
慮
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

と
し
た
市
政
に
変
え
る
べ
き
と
意

見
を
述
べ
、本
決
算
に
反
対
す
る
。

中
で
、
議
会
に
土
地
の
購
入
金
額

を
示
し
て
い
る
が
、
議
会
の
審
議

や
議
決
前
に
土
地
購
入
を
行
っ
て

い
る
。
議
会
が
土
地
購
入
の
報
告

を
追
認
す
る
だ
け
の
議
会
で
あ
る

な
ら
ば
、
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
議

員
と
し
て
の
役
割
が
果
た
さ
れ
て

い
な
い
。
開
発
公
社
の
必
要
性
も

含
め
て
、
引
き
続
き
再
検
討
を
要

望
し
た
経
過
も
あ
り
、
公
社
で
な

け
れ
ば
土
地
購
入
が
で
き
な
い
と

い
う
明
確
な
理
由
も
聞
か
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
決
算
に
反

対
す
る
。
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問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

　

一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し

て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
９
月　

日
・　

日
・　

日
の
本
会
議
で　

人
の
議

２２

２５

２６

１５

員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
、
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。以
下
は
質
問
・

答
弁
の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
６
ペ
ー
ジ
ま
で
続
き
ま
す
）
。

ス
ポ
ー
ツ
公
園
利
用
者
に
対
し

落
雷
や
熱
中
症
の
対
策
を

あ
や
せ
未
来
会
議　

安
藤　

多
惠
子

●
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
支
援
を

　

Ｑ　

本
年
７
月
、
子
ど
も
食
堂

が
小
園
地
区
に
開
設
さ
れ
た
が
、

食
材
な
ど
運
営
費
の
負
担
が
大
き

い
た
め
支
援
を
行
わ
な
い
か
。

　

Ａ　

日
本
財
団
の
事
業
で
あ
る

子
供
の
未
来
応
援
基
金
や
県
が
設

立
予
定
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
情
報

を
収
集
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援

の
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　

議
員
が
市
民
に
対
し
、
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
公

職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
議
員
に
対

し
寄
付
を
求
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
職
選
挙
法
に
よ
る

禁
止
行
為

◇
議
員
の
寄
付
禁
止

◇
議
員
へ
の
寄
付
勧
誘
・

要
求
の
禁
止


